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TragedyofOthelloisgenerallythoughttobecausedbyhischoiceoflagoinsteadof
DesdemonainthetemptationsceneinAct3scene3.CriticssayvowsOthelloandlago
takeremindthereadersofmarriagevows.Theysay,whenOthelloappointslagotobehis
lieutenant,hesupersedesnotonlyCassiobutalsoDesdemona・However,whenlread
O幼e",InoticedtheresemblancebetweenthissceneandthesceneinAct4scene2in
whichDesdemonaaskslagotohelpherreconcnewithOthello・Thisresemblance
challengestheviewthatOthello'stragedyiscausedbyhischoiceoflagointhetemptation
scene.ThispaperdiscusseshowthetragedyofOthelloiscausedbythemixtureofhis
innatejealousyandnobilityinsteadofhischoiceoflagoinAct3scene3.
Keywords:Othello,Desdemona,Iago
1．はじめに
Othelloについての伝統的な解釈は次の2つに大別できる｡1つは､BradleyやRosenberg
に代表される解釈で、OthelloはDesdemonaを殺す直前まで彼女を愛していたがIagoが
あまりにも狡知にたけていたのでDesdemonaはCassioと不義を犯したというIagoの謹
言を信じDesdemonaを殺し彼自身も破滅すると解釈する。もう1つはF.R.LeavisやT.
S.Eliotに代表される解釈でOthelloはあまりにも唯々 諾々 とIagoにだまされる､Othello
がIagoの策略にかかるのはその策略の綴密さに主因があるのではない、Othelloに内在し
ている残虐さがIagoの謹言をきっかけに表出してDesdemona殺しをするに至ると解釈す
る。策略家としてのIagoの力量の評価がOthelloの評価の分かれ目であるが、Othelloは
Iagoの好計にかかって破滅する､具体的には3幕3場のいわゆるtemptationの場面でIago
を信じるかDesdemonaを信じるかの選択を突きつけられたときにIagoを選ぶことが
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Othelloの破滅につながるという解釈は両陣営に共通した認識でありOthello解釈の定説
である。そしてしばしばOthelloがDesdemonaに対する復譽を誓うのを受けてIagoも
Othelloに対する忠誠を誓う場面は、脆く動作やIagoの台詞の中の"hands"(3.3.469)、
"heart"(3.3.469)、"service''(3.3.470)、"obey''(3.3.471)という語の使用、そしてOthello
がその誓いを"sacredvow''(3.3.464)と呼んでいることからOthelloとDesdemonaの結婚
の儀式に呼応するものであり、この場面以降IagoはOthelloの人生においてCassioに取
って代わるだけでなくDesdemonaをも取って代わると考えられてきた(Neill37,311;
『シェイクスピア大図鑑』246)。そしてこれ以降Othelloは「これまでの英雄像とはおよ
そ裏腹なあさましくも愚かしい人間的弱みを露呈[し・・・]憐燗あるいは侮蔑の対象」（笹
山310）となると解釈されてきた。
しかしOMeZんを読んだときに引っ掛かりを覚えた箇所がある。4幕2場でOthelloに
売女呼ばわりされて一時は「主人」などいない－"Ihavenone."(4.2.104)－と言明したも
のの、Othelloへの思いを捨てきれないでIagoにとりなしをお願いする時のDesdemona
とIagoの会話である。
Desdemona: OGod,Iago,
Whatshallldotowinmylordagain？
Goodfriend,gotohim,fbr,by妨店蛇〃of'heav巳"，
Iknownothowllosthim.HEz℃ZAneef
中略
Iago:Iprayyou,becontent,'tisbuthishumour;
Thebusinessofthestatedoeshimoffence
Andhedoeschidewithyou.
Desdemona:If'twerenoother-
Iago: 'Tisbutso,Iwarrant.
中略
Goin,andweepnot;allthingsshallbewell.(4.2.150-173筆者強調）
Desdemonaへの復譽を誓った3幕3場のOthelloの台詞と対照的に上記の引用の中で
Desdemonaは彼女の潔白とOthelloに対する愛をIagoに切々 と訴えかける。Othelloの
台詞とDesdemonaの台詞の対照的な相違を認めた上でこれらの台詞に潜在する類似性を
指摘したい。3幕3場でOthelloが"yondmarbleheaven"(3.3.463)にかけて誓うなら4
幕2場でDesdemonaは:Glightofheaven"(4.2.152)にかけて誓う。Othelloの使用する
"sacred"(3.3.465)はDesdemonaが使用する@$heaven"(4.2.152)と関連のある語である。さ
らには"Donotriseyet"(3.3.465)というIagoの台詞とDesdemona自身の台詞の中の
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"Herelkneel"(4.2.153)はOthelloもDesdemonaも彼らの台詞を言う時に鮠いていること
を示唆する。Bradleyは4幕2場のIagoについて、かすかな差恥心や良心の呵責を感じ
ているように思えると指摘する(Bradley235)。また2004年にGregoryDoran監督Royal
ShakespeareCompany演出のOMeZんでIago役を演じた役者のSherは、この箇所の
Iagoを慈しみ深く演じたので観客がIagoは不燗に思って計画を失敗するのではないかと
期待しても許されるだろうと述べている(Sher239)｡4幕2場のDesdemonaとIagoの
関係は夫婦とまでは言えないにしても親密な関係を醸し出しているのである。よりいっそ
う問題なのはDesdemonaがIagoにOthelloのところに行ってくれとお願いすることであ
る(4.2.152)｡ShakespeareのsourceであるCinthioの話の中ではDesdemonaはIagoで
はな<Emiliaに嘆願する(Sandersl59)｡Cinthioの話のままなら3幕3場のいわゆるさ
かしまな結婚の場面との類似性は存在しない。ShakespeareがDesdemonaの嘆願相手を
RmiliaからIagoに変えていることは、この類似性は偶然の産物ではな<Shakespeareが
意図したものであると考えられる。この類似性の存在は、OthelloがIagoを選ぶことが彼
の破滅の原因になるという考え方は修正を必要とすることを示唆しないだろうか。
2.DesdemonaのテストをするOthello
2.1頭が痛いと言ってDesdemonaの反応を見る0thello
Othelloの破滅は本当に3幕3場のIagoとの対決の場面でOthelloがIagoを切れない
ことが原因なのかという疑問を頭の片隅に置いてOMeZんを読むと3幕3場の終わりの
OthelloとIagoのさかしまな結婚を連想させる誓いにも拘わらずOthelloはIagoの提供
する情報をそのまま信じたりはせず何度も何度もDesdemonaをテストして彼自身が
Desdemonaの貞節を確かめようとすることに気づく。その最初のテストは3幕3"281
行目から293行目にかけて行われる。このテストだけは3幕3場の終わりのOthelloとIago
の間で交わされる誓いに先立って行われる。
劇の初めで絶対の自信を持っている時にはOthelloはBrabantioから魔術を使って娘の
心をたぶらかせたと言われても動じない。Desdemonaを呼びにやって彼女自身の口から
Othelloとの恋のいきさつをBrabantioに説明させることを提案する。Brabantioは娘の
話を聞いてOthelloの潔白を認めざるを得なくなる。しかしIagoはOthelloがDesdemona
に全幅の信頼を寄せている時にOthelloの信頼を傷つけ始める。Iagoは思わせぶりな口
ぶりでOthelloの興味を引いた後でいきなり@GObeware,mylord,ofjealousy!''(3.3.168)と
言う。Othelloが抵抗を試みると6Cshediddeceiveherfather,marryingyou,/Andwhen
sheseemedtoshake,andfearyourlooks,/Shelovedthemmost."(3.3.209-11)と言って
攻撃する。Othelloの自信がなえ始めるのを見計らってIagoは同郷の人とか同じ肌色の人
とか同じ身分の人からの求婚を退けてOthelloのような、どこの馬の骨ともわからぬ男と
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結婚するのは不自然だと言って追い打ちをかける。自信を失ったOthelloはDesdemona
に捨てられたと思い、結婚を後悔し始める。とは言えIagoの退場と入れ替わりに
Desdemonaが登場すると彼女が不実なはずはないと思い直す。IagoとDesdemonaのど
ちらを信じるべきか決めかねるOthelloはDesdemonaをテストする｡Othelloは頭が痛い
と言って額を抑える仕草をするが、これはもちろん寝取られ亭主のシンボルである額に角
が生えてきたことをあてこすってDesdemonaの反応を調べようとするものである。潔白
なDesdemonaがOthelloのあてこすりに気づかないのは当然である。彼女はOthelloの
言葉を額面通り受け取りOthelloの快癒を願って彼の額をハンカチできつく縛ろうとする
が小さすぎて落としてしまう。Desdemonaが落としたハンカチは後に問題となるOthello
からの最初の贈り物のハンカチであった。しかしDesdemonaの仕草には何の疲しさも感
じられないのでOthelloはDesdemonaがハンカチを落としたことに気づいても気にも留
めない(Briggsl73)。むしろ"Letitalone''(3.3.292)と言ってDesdemonaにそれを拾わせ
ない。OthelloがDesdemonaはこのテストに合格したと感じていることは次にIagoに会
ったときにOthelloが"Ha!Ha!Falsetome?''(3.3.336)やcGAvaunt,begone''(3.3.338)と
いう言葉を投げつけて真っ向から勝負を挑むことによって示唆される。
しかしIagoに反撃される前にOthello自らが"Hethatisrobbed,notwantingwhatis
stolen,/Lethimnotknow't,andhe'snotrobbedatall''(3.3.345-46)と言うことは、
OthelloはDesdemonaが合格最低点を取ったに過ぎないと感じていることを示唆する。
そして"Ihadbeenhappyifthegeneralcamp,/Pioneersandall,hadtastedhersweet
body,/Solhadnothingknown.''(3.3.348-50筆者強調)は"generalcamp''がDesdemona
の体を味わったのは想像上のことだとしながらもOthelloはDesdemonaの不貞行為が彼
の想像しうる範囲内に収まると認めることを示唆する。さらには"generalcamp"が"her
sweetbody"を味わっていたとしてもOthelloが気づかなかったなら幸せであっただろう
にと言うことは、この台詞においてOthelloが重要視しているのはDesdemonaが不貞行
為をしたか否かではなくて彼女の不貞行為をOthelloが知ってしまったことだということ
が示唆されている。つまり断定はしないもののOthelloはDesdemonaが不貞を犯したと
思っていることがこの台詞によって示唆される。
この後に続く台詞の中でOthelloが"tranquilmind''(3.3.351)や"content"(3.3.351)や
"Pride,pompandcircumstanceofgloriouswar"(3.3.357)換言するならば"Othello's
occupation"(3.3.360)が失われてしまったと感じるのはDesdemonaが不貞を犯したと思う
からである。法の変化も重要である。348行目から350行目にかけては仮定法が使われて
いたのに対して350行目から360行目にかけては叙述法が使われる。法の変化はOthello
の思考の中でDesdemonaの不貞が想像から事実に転じたことを示唆する。とは言え
OthelloはDeSdemonaが有罪だと決定するには至っていない｡むしろOthelloの苦しみは
"Ithinkmywifebehonest,andthinksheisnot''(3.3.387)という宙ぶらりんの状態に由
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来する。宙ぶらりんの苦しみから脱したいからIagoに証拠を求めるのだが、Othelloが
6$ocularproof'(3.3.363)や"livingreason"(3.3.412)にこだわるのは有罪であることが断定
できない限りはDesdemonaを信じたいという気持ちの表出であると思われる。
2．2ハンカチのテスト
Othelloの強要に応じてIagoは"imputationandstrongcircumstances/Whichlead
directlytothedooroftruth"(3.3.409-410)する証拠としてCassioが寝言でDesdemonaに
対する愛を告白するのを聞いたことと、Cassioは共寝したIagoをDesdemonaと思って
キスしたり足を絡ませたりしてきたという話をする。こうしてOthelloの気持ちにさらな
る揺さぶりをかけた上でCassioがいちごの模様のついたハンカチで顎髭を拭くのを見た
と言う。Iagoの話が本当なのかCassioが顎鬚を拭くのに使ったハンカチはOthelloが
Desdemonaに与えたハンカチなのか、そうだとしてもCassioがそれをどうやって入手し
たかは不明なのにOthelloはIagoの話を聞いてDesdemonaに復譽を誓う。だが3幕4場
でIagoの話の真偽を確かめるためにDesdemonaが件のハンカチを持っているかをテスト
する。
鼻水が出るからハンカチを貸してくれと言うときにOthelloは彼が最初の贈り物として
与えたハンカチを特定する。Desdemonaが手元にないと主張するとOthelloはそのハン
カチの特殊性を次のように説明する。すなわち、そのハンカチは人の心を読むことができ
る魔法使いであるエジプト女がOthelloの母に与えたものであるが、その女が言うには母
がそのハンカチを所持している限り父のことを思いのままにできるが、失くしたり人にや
ったりすれば破滅の元になるというものである。Othelloの話を聞いてDesdemonaが脅
えた様子を見せるとOthelloはDesdemonaにハンカチの有無を告げるように詰め寄る。
すでにハンカチを失くしてしまっているDesdemonaがOthelloにそれを見せることがで
きないのは当然だがOthelloの話が怖くて失くしたことを正直に認めることができずに
"Whysolcan,sir;butlwillnotnow''(3.4.88)と言って小さな嘘をつく。もしここで
Desdemonaが失くしたことを正直に認めていればOthelloはCassioにやったか否かを尋
ねたかも知れない｡そしてDesdemonaが疑うならCassioを呼んで聞いてみればよいと答
えていたなら話は全く別の展開をしただろう。Desdemonaの小さな嘘が彼女とOthello
の破滅につながることは確かだが、彼女がつく小さな嘘はOthelloのつく大きな嘘に誘発
されたものであることを見逃してはならない。
Desdemonaを脅すときにOthelloは"Shetoldher,whileshekeptit/'Twouldmake
heramiableandsubduemyfather/Entirelytoherlove"(3.4.60-62)と言ったが
Desdemonaがハンカチを失くすのは3幕3場292行目でOthelloが最初のテストをする
最中である。最初のテストに先立ち3幕3場245行目でDesdemonaがまだハンカチを所
有している時にすでにOthelloが結婚を後悔し始めていることはOthelloが説明するハン
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カチの効用と翻鋸をきたす。嘘をついて脅すことによってOthelloはDesdemonaの心を
頑なにして結局Desdemonaがハンカチを失くしたり人にやったりしたのか、それとも
Desdemonaの主張する通り今たまたま手元にないだけで別の場所に大切に保管している
のかわからず終いになる。@$Zouds!"(3.4.99)という罵りの言葉を残してOthelloが退場す
るのは、DesdemonaはOthelloの課すテストに及第できなかったが落第したとも言えな
いからである。
2.3Lodovicoに手渡された手紙を読みながらのテスト
3番目のテストはOthelloが計画したものではなく手紙に夢中になっていると見せかけ
てDesdemonaの言動に注意を払うことによって彼女に気づかれずにDesdemonaをテス
トしようとするものである。Othelloを完全に落とすためにIagoはOthelloに、Cassioに
Desdemonaとの情事を告白させるから自分の耳で聞いて確かめたらよいと言う。Othello
はCassioがBiancaの話をするのを聞いてDesdemonaとの情事を語っていると思い憤慨
する。Iagoさえ予想しなかったことには、そこにBiancaが登場して問題のハンカチを投
げつける。OthelloはCassioがDesdemonaからもらったハンカチをBiancaにくれてや
ったと思う。OthelloはついにDesdemonaの不貞の証拠をつかんだと思う。それでもま
だDesdemonaに未練のあるOthelloにIagoは寝取られた報いとしてDesdemonaが汚し
たまさにそのベッドの上で彼女を絞め殺すことを提案する。Othelloが正当な報いだと納
得するとIagoはCassio殺しを引き受ける旨を告げる。その時トランペットが鳴り
Lodovicoが公爵からの手紙をOthelloに渡す。Othelloはその手紙に熱中しているブリを
してDesdemonaの様子を観察する。彼の耳でCassioが告白するのを聞き、彼の目で
BiancaがCassioからもらったハンカチを投げ返すのを見てもなおかつDesdemonaを信
じたい気持ちが残っているからDesdemonaの言動を注意深く観察することによって彼女
にテストするのである。DesdemonaがLodovicoにCassioとOthelloの間に不自然な溝
が存在するがLodovicoが万事解決してくれるだろうと言うのを聞くと"Areyousureof
that?''(4.1.226)と言う。Othelloのこの台詞はDesdemonaの発言をいぶかしみながらも
Desdemonaの主張が実現する可能性も残されていると感じていることを示唆する。今回
のテストの第1問はとりあえず合格点を取ったと感じるから手紙を読みながら
Desdemonaを観察し続けるのである。
しかしDesdemonaが"Iwoulddomuch/T'atonethem,fbrthelovelbearto
Cassio''(4.1.232)と言ったときには人前であるにも拘わらずOthelloは激情を抑えること
ができない。"hrthelovelbeartoCassio"というDesdemonaの台詞をついに
DesdemonaがCassioに対する愛を認めたと解釈するからである。"...commandhim
home,/DeputingCassioinhisgovernment''(4.1.235-236)という手紙の内容がOthelloを
激怒させたのだろうと言うLodovicoの言葉にDesdemonaが喜ぶとOthelloは完全に自制
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心を失ってDesdemonaを殴る。Neillが指摘するようにGGdeputing"という語を
"substitute''という意味に解釈すると取って代わられるという意味を帯びる(Neill338)。
DesdemonaはOthelloがlieutenantであるCassioに取って代わられる、より明確に述べ
るならば、寝取られることを喜んでいると判断したからOthelloはDesdemonaを殴るの
である。そしてまるで悪魔か何かを追い払うかのようにDesdemonaに"Outofmy
sight!"(4.1.246)という言葉を投げつける。Lodovicoに言われてDesdemonaを呼び戻した
後でOthelloは次のように言う：
Ay,youdidwishthatlwouldmakeherturm,
Sir,shecanmzm,andruzm,andyetgoon
Andrurnagain・Andshecanweep,sir,weep.
Andshe'so舵ffiem:asyousay,obeffie"
Veryobe(fien‘(4.1.242-256筆者強調）
Arden注が記しているようにここでの"turn''は"turnback''だけでな<@6benckle''や
"thebestturni'the'bed"をも意味する。そして"obedient"は唯々 諾々 と性交渉に応じるこ
と(OED3)をも含意する。Desdemonaが退場した後にOthelloがつぶや<@6Cassioshall
havemyplace"(4.1.261)の"myplace"はもちろんCyprus島の統治者としての地位と恋人
としての地位がかけられている。（以上Honigmann274)｡Othelloが@GGoatsand
monkeys!"(4.1.263)という盛りを連想させる叫びを残して退場することは、Othelloは
Desdemonaが3度目のテストに落第したと感じていることを示唆する。
2.4売春宿のテスト
OthelloはDesdemonaが3番目のテストに落第したと感じたからと言ってそれでテス
トを打ち切りにはしない。Iagoが提示してきた状況証拠とOthelloが自分でしてきたテス
ト結果を踏まえてもまだDesdemonaを信じたい気持ちを抑えることのできないOthello
はさらなるテストを行う。4番目のテストが行われるのは4幕2場のいわゆる売春宿の場
面である。断定するには至らないがすでにDesdemonaはほぼ確実に不義を犯したと思う
Othelloはこれまでとは打って変わって厳しいテストをする。テスト中のDesdemonaの
反応からOthelloの態度が豹変したり人前でDesdemonaを殴りつけたりすることがあっ
ても今までのテストでは少なくともテスト開始時のOthelloの態度はDesdemonaの気持
ちを傷つけないように、彼女に気づかれないようにテストしようとしてきた。しかし4番
目のテストではOthelloは心のうちでDesdemonaが有罪だと思っていて間違いがないよ
うに念押しするためにテストをするだけである。最初からDesdemonaを売女扱いして彼
女の振る舞いがOthelloの判断を覆させるか確かめようとする。ただしこのテストは最終
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テストになるので遺漏のないようにDesdemona本人にテストするだけでなく、それに先
立ちF]mi]iaからも事情聴取する。しかしOthelloは"Idurst,mylord,towagersheis
honest''(4.2.12)と言うImmiliaの証言を聞いても考えを変えることはしない。むしろ、そ
れくらいのことを言えなければ女街は務まらないと思う。そこでDesdemonaを呼んで尋
問する。そのためにはRmiliaを追い払ってDesdemonaと2人切りになる必要がある。
OthelloはRmiliaを人払いする時に次のように言う。
Someofyourfilnction,mistress,
Leaveprocreantsaloneandshutthedoor;
Cough,orcryhem,ifanybodycome.
Yourmystery,yourmystery:nay,dispatch!(4.2.27-30)
上記の引用中の$6hmction"も"mystery"も女街としての仕事を意味する。そして
procreants"は情事をする者、すなわちOthelloとDesdemonaを指す。29行目で誰かが
“
来たら咳払いして知らせよと言うのは、これから2人が行おうとする行為が正常な夫婦間
の愛の営みではない、他者に知られてはならない行為であることを示唆する。つまり
Othelloは上記の引用の中でRmiliaのことを女街、Desdemonaを淫売に見立てている。
身に覚えのないDesdemonaはOthelloの言っていることの意味が分からない。遠回しに
言っても意味が伝わらないことを知ったOthelloは"false''(4.2.41)という語を使用してよ
り明確にDesdemonaの不貞に言及する。Othelloの言わんとすることをおぼろげに理解
したDesdemonaは"Towhom,mylOrd?withwhOm?howamlfalse?''(4.2.41)と聞く。
しかし"blse"という語は性的な事柄よりももっと広い事柄に関して"true"でないことを
意味する。DesdemonaがOthelloの意図をしかとは理解していないことは"howaml
blse?''とOthelloに問うことが示唆する｡OthelloがDesdemonaの行動に不満を持ってい
ることまでは理解できるが、彼女の行動の何がどうOthelloの気に障っているかまでは理
解できないのでOthelloがVeniceに召還されたのはBrabantioの差し金だと思っていら
っしやるのかというトンチンカンなことを口にする。Othelloが"Themuntainhomthe
whichmycurrentruns/Orelsedriesup-tobediscardedthence!"(4.2.60-61)する苦し
みを味わわされているのだと言った時にDesdemonaは"Ihopemylordesteemsme
honest"(4.2.66)と答えて"honest"という言葉を口にする。それでもまだDesdemonaは彼
女の貞淑が疑われているとは信じられず"Whatignorantsinhavelcommitted?"(4.2.71)
と尋ねるのでOthelloはついに:Gwhore''という言葉を投げつける：
Wasthisfairpaper,thismostgoodlybook
Madetowrite“whore”upon？Whatcommitted1
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Committed？Othoupubliccommoner1
中略
Impudentstrumpet!(4.2.72-82)
Desdemonaが否定しても"Arenotyouastrumpet?"(4.2.83),"What,nota
whOre?"(4.2.88)と聞き"ItookyoufbrthatcunningwhoreofVenice/Thatmarriedwith
Othello"(4.2.91-92)という捨て台詞を残して退場する。
この「売春宿の場面」は一見したところ、ほぼ完全にIagoの罠に落ちたOthelloが
Desdemonaを苦しめているだけで、彼女をテストする場面には見えないかもしれない。
しかしDesdemonaに尋問するのに先立ちEmiliaからDesdemonaは貞淑だと言う証言を
得た時に、結局は"she'sasimplebawd/Thatcannotsayasmuch"(4.2.20-21)と言って退
けはするものの、その前に"Shesaysenough''(4.2.20)と言っていることはF]miliaの発言
に一定の評価を与えていることを示唆する。そしてそれくらいのことを言えなければ女街
は務まらないと言った後でDesdemonaは油断ならない淫売だと続けてその後すぐまた
"Andyetshe'llkneelandpray,Ihaveseenherdo't''(4.2.23)と言う。このように
Desdemonaは淫売だと決めつけたかと思えば打ち消し、打ち消したかと思えば決めつけ
ることを繰り返した後でDesdemonaと向き合うことは、売春宿の場面は嫉妬で理性を失
ってしまったOthelloがDesdemonaを苦しめることに主眼があるのではな<Desdemona
の貞節についての最終判断を下すためにこれまでにない厳しいテストをすることにあるこ
とを示唆する。テストであるからDesdemonaを呼んだ後でOthelloがまずすることは、
彼女の目を覗き込んで彼女が嘘をついていないか確かめることである。目を覗き込んでも
彼女が嘘をついている証拠を見つけられないOthelloは次に"Why,whatart
thou?"(4.2.34)という根源的な問いをする。それでもDesdemonaの不貞の証拠を見つけら
れないので"blse''という言葉をぶつける。それでもまだDesdemonaが不義を認めないの
でついには"whore"や"strumpet"というShakespeareの時代の女性に対する最大の侮辱
語を投げつける。そこまでしてもDesdemonaは頑として彼女がwhoreであることを認め
ないのでOthelloは"Icryyoumercythen,/ItookyoufbrthatcunningwhoreofVenice/
ThatmarriedwithOthello."(4.2.90-92)という捨て台詞を残して出て行<｡Othelloは退
場する時にF]miliaに"Wehavedoneourcourse,there'smoneyfbryour
pains"(4.2.94-95)と言う。ここでの"course"は性交渉を意味する｡そして"moneyfbryour
pains"は女街を務めた駄賃を意味する。OthelloはあくまでDesdemonaを淫売、Rmilia
を女街扱いして退場するのである。しかしながらG6Icryyoumercythen,/Itookyoufbr
thatcunningwhoreofVenice''はDesdemonaに対する痛烈な当てこすりである一方で
Othelloの敗北宣言でもある。そこまで厳しいテストをしてもDesdemonaが不貞を働い
たという証拠を見つけることができなかったから、当てこすりを言って退出せざるを得な
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くなるのである。
2.5Desdemona抜きのDesdemonaのテスト
このように3幕3場の終わりでIagoとさかしまな結婚のイメージを連想させる誓いを
した後もOthelloは決してIagoの言葉を鵜呑みにするわけではなく、むしろDesdemona
とIagoのいずれが"honest"かを確かめるためにDesdemonaのテストを続ける。テスト
の結果は回を追うごとにDesdemonaにとって厳しいものになるが4回のテストを課して
もOthelloはDesdemonaが極めて疑わしいという結論しか導き出せず不貞を働いたとい
う決定を下すことはできなかった。OthelloがDesdemonaを信じるかIagoを信じるかの
選択で最終的にIagoに軍配を挙げるのが5幕1場である。
Cassioは鎧を着ていたのでRoderigoに襲われても無傷であったが背後から忍び寄って
きたIagoに足を刺されて"Iammaimedfbrever!Help,ho!Murder!Murder!"(5.1.28)
と叫び声をあげる｡助けを求めるCassioの声を聞いたOthelloはIagoが4幕1場でOthello
にDesdemona殺しをすすめる担保として提案した､彼自身はCassio殺しを担当するとい
う約束を守ったと思う(4.1.208)。友の受けた不当な仕打ちを我がこととして感じて友に代
わって仇討までしてくれたとあってはOthelloもIagoの心意気に答えなければならない
と思う:$@'Tishe.Obravelago,honestandjust,/Thathassuchnoblesenseofthy
friend'swrong!/Thouteachestme.''(5.1.31-33)OthelloはDesdemona抜きのテストで
Desdemonaにクロ判定を下す。
2.6Desdemona殺し直前のテスト
Desdemona抜きのテストでついにIagoのhonestyに軍配を挙げたOthelloは
Desdemona殺しを決行するために彼女の寝室に入る。Desdemonaは淫売だという最終決
定を下したもののまだ彼女に未練があるOthelloは彼がしようとする行為は私怨による復
譽ではな<"she'llbetraymoremen"(5.2.6)するのを避けるためのK1ustice"(5.2.17)であ
ると思いこもうとする。しかしながら自分の心をだまそうとするOthelloの試みは
Desdemonaの美しさの前には無力である。Desdemonaの美しさに心を乱されたOthello
は何度もキスしてDesdemonaを起こしてしまう。OthelloはすでにDesdemonaの貞淑問
題については決着をつけたつもりでいたが、Desdemonaが目を覚まし彼女と言葉を交わ
すことによってDesdemona殺害直前の彼女との会話が事実上最後のテストになる。目を
覚ましたDesdemonaに愛するが故に殺すという考えは不自然だ、一体何が問題なのかと
聞かれて初めてOthelloは"Thathandkerchief7Whichlsolovedandgavethee,thou
gavest/ToCassio''(5.2.47-49)と言って問題の核心を突く発言をする。Desdemonaは5幕
2場49-50行、58-61行、66-67行で3度も明確に容疑を否定し、証人としてCassioを呼
んで欲しいと言うが、Othelloはもはや聞く耳を持たない。それは1つには物陰から聞い
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たCassioが語るBiancaについての惚気話をDesdemonaとの情事の告白だと思ったから
で、もう1つにはCassioはすでにIagoによって殺害されてしまっていて物理的に喚問で
きないと思うからである。Othelloの応答を聞いてDesdemonaはGAlas,heisbetrayed,
andlundone.''(5.2.75)と言う。ここでDesdemonaは"betray"を"Togiveupto,orplace
inthepowerofanenemy,bytreacheryordisloyalty"(OED1.a)という意味で用いている
がOthelloは"Torevealordiscloseagainstone'swillorintentiontheexistence,
identity,realcharacterof(apersonorthingdesiredtobekeptsecret)"(OED6)という意
味に解釈する。 "Alas,heisbetrayed,andlundone."を事実上のDesdemonaによる
Cassioとの情事の告白だと受け取ったときにOthelloからためらいが消える。Othelloは
もはやDesdemonaに祈りの時間さえ与えず絞め殺すのである。
3.Desdemonaのテストの欠陥
3.1Desdemona抜きのDesdemonaのテストと殺害直前のテストの欠陥
3幕3場の終わりの"Nowartthoumylieutenant"(3.3.481)はしばしばOthelloがIago
に副官としてのCassioの地位を与えるだけでなく妻としての地位を与える(Neill312)と
解釈される。またOthelloの言葉を受けて言うIagoの"Iamyourownfbrever"はその字
句と反対の意味、"youbelongtomethroughalleternity"(Honigmann244)すなわちIago
がOthelloの魂を陥れた契約を示唆する(Neill479)と解釈される。しかしこれまで議論し
てきたようにOthelloは決してIagoに魂を売ってはおらず、むしろ何度もDesdemonaの
テストを繰り返し、DesdemonaとIagoのどちらが正しいのかOthello自ら判断しようと
する。なるほどIagoがOthelloの嫉妬心に働きかけなければOthelloがDesdemonaにと
って@<Amostdearhusband''(2.1.289)になるであろうことはIago自身の認めるところで
ある。さらには上記のDesdemona抜きのDesdemonaのテストで述べたようにOthello
が最終的にDesdemonaにクロ判定を下すのは､助けを求めるCassioの叫びを聞いてIago
がOthelloとの約束を守ったと思った、つまりIagoに編されたからである。Othello自身
に内在する嫉妬心とそれを巧みに利用するIagoのだましのテクニックがなければOthello
がDesdemonaを殺すことはなかったであろう。それを認めた上で何度もテストするのに
Desdemonaの貞節を見抜けなかったのはそのテストに欠陥が存在するからだと思われる。
Haysは1幕3場の冷静・公平な公爵の判断と5幕2場の性急で一方的なOthelloの判
断を比較してOthelloは判事としての適性に欠けていると指摘する(Hays200)。
MoschovakiSとHalioも別の観点から同様のことを指摘する。1幕3場でBrabantioが
公爵にOthelloは魔術を使用して娘の心をたぶらかしたと訴えた時に公爵は"Tovouch
thisisnoproof;/Withoutmorecertainandmoreoverttest/Thanthesethinhabitsand
poorlikelihoods/Ofmodernseemingdoprefbragainsthim"(1.3.107-110)と言って
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Brabantioの言い分を鵜呑みにせずOthelloの言い分にも耳を傾ける｡そしてDesdemona
を呼んで彼女自身に証言させて欲しいと言うOthelloの訴えを聞き入れる。Desdemona
の証言でOthelloの潔白が証明されBrabantioは渋々 ながらもOthelloとDesdemonaの
結婚を認める。それに対して5幕2場でOthelloがDesdemona殺しをする直前で
DesdemonaがCassioを呼んで彼に聞いてと言う時にOthelloは彼女の言い分に耳を貸さ
ない｡その理由の1つはIagoがすでにCassioの息の根を止めてしまっているからCassio
を呼んで問いただすことは物理的に不可能だと考えるからである。しかしCassioはすで
にIagoが殺害してしまっているから証人喚問できないと考えるなら代わりにCassioの下
手人である（とOthelloが信じている)IagoとDesdemonaの擁護者であるRmiliaを2
人同時に呼んでOthelloとDesdemonaの前で証言させていれば悲劇は避けられたであろ
う。土壇場で重要な反証が提出されているのにそれをないがしろにするのはHaysの指摘
するように半I事としてのOthelloの不適性を明らかにし、適性を欠いた判事によって下さ
れる審判の不正を明らかにすると思われる。とは言え最後のテストはすでに有罪判決を下
した後の言わばおまけ的なテストだから不備があるのは仕方がないかもしれない。問題は
それより前の実質的なテストにも欠陥が見られることである。
3.2最初の4回のテストの欠陥
3.2.a最初のテストの欠陥
最初のテストでOthelloはここが痛いと言って額を抑えることによって寝取られ亭主の
痛みを当てこするが、そのジェスチャーは両義的である(Neill299)｡Desdemonaが額
面通りに受け取るだけでな<EmiliaさえもOthelloのあてこすりに全く気が付かない。
F]miliaはこの時DesdemonaがOthelloの額を縛ろうとして落としたハンカチを拾って喜
ぶ。Iagoが彼女に盗むようにせがんでいたハンカチだからである。RmlliaはIagoがその
ハンカチを何に使うかは知らない。しかし彼女はそのハンカチがOthelloからの最初の贈
り物でDesdemonaはそれをとても大事にし、いつもそれにキスしたり話しかけたりして
いるということも、Othelloが彼女に常にそれを手元に置いておくように命じていたこと
も知っている。DesdemonaはそのハンカチをIagoに渡すときにそれを何に使うつもりな
のかと聞いてGGPoorladyshe'llrunmad/Whensheshalllackit''(3.3.321-22)と付言する。
ハンカチはOthelloがDesdemonaに有罪判決を下す重要な証拠になる｡もしOthelloの、
寝取られ亭主を当てこするジェスチャーが少なくともF)miliaに通じる程度に明確なもの
であれば彼女はIagoにそれを渡さなかったであろう。第1回目のテストは全くテストに
なっていないだけでな<OthelloとDesdemonaの破局の主要な原因になるのである。
3.2.bハンカチのテストの欠陥
2回目のテストでOthelloはハンカチの来歴を脚色してDesdemonaを脅した上で
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Desdemonaにハンカチを見せろと言う。ハンカチを失くしてしまっているDesdemona
は当然Othelloにハンカチを差し出すことができないがOthelloはその理由を確かめるこ
とができない。シロともクロとも判断がつかないのでOthelloは憤慨して出て行くが
RmiliaとDesdemonaの次の会話からOthelloの2回目のテストにも欠陥があることが示
唆される：
Emilia:Isnotthismanjealous？
Desdemona:Ine'ersawthisbefbre,
Surethere'ssomewonderinthishandkerchieZ
Iammostunhappyinthelossofit.
Emilia:'Tisnotayearortwoshowsusaman.
Theyareallbutstomachs,andweallbutfbod:
Theyeatushungerly,andwhentheyarefilll
Theybelchus.(3.4.100-107)
身に覚えのあるRmiliaはOthelloの嫉妬に薄々 気づき"Isnotthismanjealous?"と聞く
が、全く身に覚えのないDesdemonaはOthelloの豹変に驚きつつもOthelloの脅しを額
面通り受け取り、ハンカチに不思議な効力があるのは本当だと思う。104行目から107行
目にかけての男性は熱烈に求婚するけれど、やがて飽きれば惚れた女房に見向きもしなく
なるものだと言うEmiliaの台詞の中のGGThey''(3.4.105,106,107)の使用はRmiliaのコメ
ントがOthelloの人格についての批評というよりも男性一般についてのコメントであるこ
とを示唆する。3幕4場の初めでハンカチを失くしたことに気づいたDesdemonaは、
Othelloは嫉妬心とは無縁だから良いものの他の男性なら邪推させる要因になるだろうと
言う。ハンカチを盗んだ犯人であるRmiliaは気にして"Ishenotjealous?"(3.4.29)と聞く。
Desdemonaが大丈夫だと太鼓判を押すのでF]miliaは安心する。Othelloが執勧にハンカ
チを見せろと強要するのは彼女のお願いをごまかすための便法だと思ったDesdemonaが
Cassioの話を持ち出すとOthelloは憤慨して出て行った。それを見たF]miliaは100行目
でハンカチの喪失とOthelloがCassioに嫉妬することの関係を勘ぐる。しかし当の
DesdemonaがOthelloの怒りを額面通りハンカチの持つ不思議な力の中にあるとしか考
えないので104行目から107行目にかけてのF]miliaの台詞も男性一般の移り気に関する
コメントに移行する｡悪いことには一番OthelloをIagoから遠ざけなければならないとき
にDesdemonaはIagoにOthelloのところに行くようにお願いする(3.4.141)｡Iagoと言
葉を交わして気を取り直したDesdemonaは155行目から157行目にかけてと159行目か
ら162行目にかけてEmiliaが再度Othelloの嫉妬の可能性に言及しても;GHeavenkeep
thatmonsterfromOthello'smind"(3.4.163)と言うにとどまりOthelloが嫉妬を抱いてい
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る可能性について真剣に考えてみようとはしない。それどころか彼女の何がテストされて
いるのか、いやそもそもテストされているということすら理解できないDesdemonaは
CassioにOthelloを捜して彼の機嫌が直っているなら彼のお願いを再度切り出してみると
約束する。再三の彼女の警告にも拘わらずDesdemonaのOthelloに対する信頼が揺るが
ないのでRmiliaはDesdemonaがCassioのためにとりなしをしようとするのを止めない。
もしOthelloがDesdemonaを脅す代わりにIagoが、CassioがOthelloからDesdemona
への最初の贈り物であるハンカチで顎鬚を拭くのを見たと言っているがお前はCassioに
ハンカチをやったかと聞いていれば、この時点で悲劇への進行は食い止められたはずであ
る。決定的な質問を回避することによってここでもOthelloは自ら悲劇を回避する手段を
潰すのである。
3.2.c手紙を読みながらのテストの欠陥
3番目のテストではOthelloはジェスチャーや言葉でDesdemonaとCassioの関係を当
てこすってDesdemonaに不快な気分を味わわせるだけでない。衆人環視の中で
Desdemonaを殴って彼女に精神的・物理的苦痛を与える。他にも前2回のテストとの大
きな相違点がある。1つはDesdemonaの傍らにいるのがnmiliaでな<Lodovicoである
ことで、もう1つはDesdemonaがすでにOthelloとCassioの間に"unkind
breach"(4.1.225)が存在することを知っていることである。さらにはOthelloが
Desdemonaの言動を注意深く観察するのと同様にDesdemonaもOthelloの様子を気にす
る。Othelloが"Areyousureofthat?"とつぶやくのを聞いてDesdemonaが"My
lord?''(4.1.227)と尋ねるのはOthelloの反応が気になるからである。前2回のテストでは
Desdemonaが無邪気で傍らにいたEmiliaがDesdemonaに警告を発していた。この場面
ではDesdemonaがおぼろげに感じる不安の表現である"Mylord?''を聞いてLodovicoが
GGHedidnotcall,he'sbusyinthepaper"(4.1.229)と答えてDesdemonaの不安をなだめる。
OthelloがDesdemonaを殴るのを見てLodovicoはVeniceでは信じられないことだと
言って驚くが、この時点ではまだOthelloが"amends''(4.1.243)すればOthelloと
Desdemonaの関係は修復できると考える。OthelloがDesdemonaに"amends''するどこ
ろか彼女を追い払おうとするのを見てもLodovicoは忍耐強<(GIdobeseechyour
lordship,callherback"(4.1.248)と言って2人の関係を修復しようとする。Othelloはその
Lodovicoの親切に付け込んでDesdemonaを呼び戻して"Whatwouldyouwithher,
sir?''(4.1.251)という開き直った発言をする。そして252行目から263行目では"turn"や
GGobedient''という心変わりや性的従順に関する言葉を連発した挙句に盛りのついた動物を
連想させる"Goatsandmonkeys!''という捨て台詞を残して退場する。重要なことは変貌
したOthelloを見てLodovicoは"IsthisthenobleMoorwhomourhlllsenate/Callallin
allsufficient?''(4.1.264-65)と言って驚樗と失望をあらわにするもののOthelloの変貌の原
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因が嫉妬にあることにまったく気づかないことである。これはOthelloはこのテストで性
や心変わりに関する言葉を多用するものの彼が1番言いたいことを明言しないで遠回しに
しか表現しないから第3者の客観的な目から判断してOthelloの真意は伝わらないことを
示唆する。前2回のテストでDesdemonaがOthelloの真意を理解できなかったのは
Desdemonaの理解力に問題があるのではな<Othelloの迂遠な腕曲表現にあることを示
唆する。
3.2.d売春宿の場面のテストの欠陥
売春宿の場面のテストではOthelloはEmiliaに彼が疑っているのはDesdemonaと
Cassioの関係であることを明確に告げている。そして扇子や手袋や仮面を取ってきてと言
って席を外させようとはしなかったかと聞<｡Emiliaはそんなことは一度もなかった。奥
様は貞淑ですと保証するが、OthelloはIEmiliaの言葉を疑う。Othelloが一番知りたいこ
とはDesdemonaがCassioにハンカチをくれてやったかである｡何故席を外させる理由の
1つにハンカチを入れないのだろうか。F]miliaはDesdemonaのハンカチをくすねたこと
に族しさを覚えている。もしOthelloがハンカチを口にしていたらFmiliaは彼女がIago
に頼まれてハンカチをくすねたことを告白しただろう。
同様のことはDesdemonaに対するテストについても当てはまる。なるほどOthelloは
これまでにない厳しい態度でDesdemonaに接し"blse"や"strumpet''や"whore"という
究極の侮辱語をDesdemonaに投げつける。しかしOthelloは“Towhom,mylord？with
whom?howamlfalse?"(4.2.41)というDesdemonaの核心を突く問いには答えず"Ah,
Desdemon,awayawayaway!"(4.2.42)と言ってはぐらかす。もしここでOthelloが
Desdemonaの問いに向き合ってCassioにハンカチを与えたことがblseなのだと答えて
いればDesdemonaは殺害される直前のテストでそうするように、彼女にかけられている
嫌疑を明確に否定してCassioを呼んで証言させてと言ったであろう。この時点ではまだ
RoderigoはCassioを襲っていないからCassioを証人喚問することは可能である｡Othello
はDesdemonaの核心を突いた問いに向き合わず彼女の問いかけをはぐらかすことによっ
て悲劇を回避する絶好のチャンスを自ら潰しているのである。
4.0thelloのテストは何故ことごとく失敗に終わるのか
4.1貞節の持つ意味
それでは何故Othelloのテストはことごとく失敗に終わるのだろうか。最後の2回のテ
ストでOthelloがDesdemonaにクロ判定を下したのは誤解による｡Desdemona抜きのテ
ストでDesdemonaにクロ判定を下したのはCassioの助けを求める声を聞いてIagoが約
束を守ったと思ったからであり、Desdemona殺しの直前の会話では:Gbetrayed"という語
の意味を取り違えたからである。しかし最初の4つのテストでOthelloがDesdemonaの
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潔白を見破ることができなかったのは何が何でも黒白をつけたいという気持ちに反して
Othelloが核心を突く問いを避けるからである。なるほど売春宿の場面では明確に"whore''
や"strumpet''という激しい侮辱の言葉を投げつける。しかし細部-Desdemonaは
Othelloからの最初の贈り物であるハンカチをCassioにやった一は口にしない。では何故
Othelloは彼が一番聞きたい質問を避けるのだろうか。
売春宿のテストでOthelloがDesdemonaをwhore呼ばわりして退出した後Desdemona
は放心状態になる。それまではRmiliaにOthelloが嫉妬している可能性を指摘されても
DesdemonaはOthelloを信じ彼を弁護し続けてきた。しかし"whore''呼ばわりされた後
で初めてDesdemonaは彼女には主人などいないと明言する｡Desdemonaはその後気を取
り直してOthelloのひどい仕打ちにも拘わらず彼と和解したいと思うようになる。だが
Desdemonaにとって"whore''という言葉の重みが軽減することはない。Iagoに善後策を
相談する時に"whore''と言う語を用いる代わりに"thatname"(4.2.120)や"Suchasshe
saidmylorddidsaylwas''(4.2.121)や"such''(4.2.125)等他の語で置き換える。
Desdemonaにとって"whore''という語がこの上もない重みを持つことは4幕3場で来る
べき死を予感したDesdemonaとF]miliaの間で交わされる会話の中でも反映されている。
F]miliaが世界と引き換えなら不貞を働くことは安いものだと考えるのに対して
Desdemonaは世界と引き換えにしてもそんなことはしないと言う。そしてDesdemona
のこの貞節観は先に引用した4幕2場58-61行のOthelloの台詞と呼応する。Othelloと
Desdemonaは"Ofyears,ofcountry,credit,everything''(1.3.98)が異なる。Desdemona
と結婚するためにOthelloはG6unhousedfreecondition''(1.2.26)を犠牲にしなければなら
なかったし、Desdemonaは"fbrsooksomanynoblematches,/Herfather,andher
country,andherfriends"(4.2.127-28)を犠牲にしなければならなかった。背景の全く異な
る2人の結婚が成立するためには"IsawOthello'svisageinhismind''(1.3.253)という
Desdemonaの言葉や"Mylifeuponherfaith"(1.3.295)というOthelloの言葉が表現する
互いの信頼関係が不可欠である。その信頼関係の象徴がただ1人の男性に身体も心も捧げ
ることを表現する貞節である。
4.2ハンカチと貞節
3幕4場でハンカチを見せろと言って脅すときに語るそのハンカチの来歴にまつわる話
が多分にOthelloの脚色であることはすでに議論した通りであるが、一方でそのハンカチ
は単なるハンカチではない。OthelloはDesdemonaにそのハンカチを常に手元に置いて
おくように命じていたしDesdemonaもOthelloの言いつけを守り、そのハンカチを
Othelloの形見だと思い大切にしてきた。3幕4場54行でOthelloにそのハンカチを見せ
ろと言われる前に3幕4場23行でハンカチを失くしたことに気づいたDesdemonaが気
にして66Ihadratherhavelostmypurse/Fullofcrusadoes"(3.4.25-26)と言うのは
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Othelloに脅される前からDesdemonaはそのハンカチの持つ意味を認識していたことを
示唆する。ハンカチを手渡す前にRmiliaはIagoと次の会話を交わす：
Emilia:....Whatwillyougivemenow
Forthatsamehandkerchie"
Iago: Whathandkerchie"
Emilia:Whathandkerchie"
Why,thattheMoorfirstgavetoDesdemona,
Thatwhichsooftenyoudidbidmesteal.(3.3.309-313)
上記の引用の中でEmiliaとIagoはOthelloがDesdemonaに与えた最初の贈り物である
ハンカチとその他のハンカチを明確に区別している。Desdemonaの貞節のシンボルとし
てのそのハンカチの意義を熟知しているからIagoはそれを盗むように執勧にRmiliaに命
じていたのである。Othelloのハンカチは決して"Trifleslightasair"(3.3.325)ではないの
である。
3幕3場の終わりで交わす誓いにも拘わらずOthelloは決してIagoに編されてしまっ
たわけではない。Iagoが提示する証拠を全面的に信じることを退け、自らDesdemonaの
貞節を検証するためにOthelloはDesdemonaを何度もテストするがOthelloのテストが
テストの用を足さないのはCassioにハンカチをやってCassioと寝たのかという核心を突
く問いをすることがOthelloとDesdemonaの間の信頼を傷つけるからである。
4.3狂気とjustice
ここでDesdemona殺し直前のテストについて再び考察したい。Othelloが土壇場での
Desdemonaの反証に耳を貸さず彼女に祈りの時間さえ与えずに殺すことが卑劣で残虐な
行為であることは否定しようもない。しかしながらOthelloが一刻の猶予も与えないのは
Desdemonaと会話を続けることが"persuade/Justicetobreakhersword!"(5.2.16-17)す
ると思うからである。錯乱したOthelloの思考の中で彼は"murder"(5.2.65)ではなくて
"sacrifice''(5.2.65)するつもりなのである。"Thissorrow'sheavenly,/Itstrikeswhereit
dothlove."(5.2.22)という台詞はDesdemona殺しを神が人類を救済するために愛する一人
子、イエス・キリストを犠牲にした行為になぞらえていることを示唆する。Othelloは
BrabantioやOthelloをだましたDesdemonaがGGbetraymoremen"(5.2.6)するのを防ぐ
ために"Thefbuntainfromthewhichmycurrentruns"であるDesdemonaを犠牲に供さ
なければならないと考えるのである。OthelloによるDesdemona殺しが結局のところ
Othelloが主張するようにjusticeに基づく行為ではなく狂気の産物に過ぎないことこそが
OthelloがDesdemonaを愛していたことの証なのである。OthelloのDesdemona殺しは
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錯乱した精神とその錯乱の中に存在する高貴さの産物なのである。
5．結び
Othelloについての伝統的な解釈は、Othelloは高貴な性格の持ち主だがIagoの好計に
かかって破滅するとするものとOthelloに元々内在していた残虐さがIagoの謹言をきっか
けに表出してその結果OthelloはDesdemona殺しをするに至ると解釈するものに大別で
きる。策略家としてのIagoの力量の評価の違いがOthello評価の違いにつながるが3幕3
場のtemptationの場面でIagoとDesdemonaのいずれを信じるかの選択を突きつけられ
たときにIagoを選ぶことがOthelloの破滅につながるとする解釈は両陣営に共通している。
しかし3幕3場の終わりでOthelloとIagoが誓いを交わす場面と4幕2場でDesdemona
がIagoに嘆願する場面の類似性は3幕3場でIagoを信じるかDesdemonaを信じるかの
究極の選択を突きつけられたときにIagoを選んだことがOthelloの破滅の原因となるとす
る考え方が修正を必要とすることを示唆する。
OMeZんを詳しく読むとOthelloは3幕3場のtemptationの場面でIagoと誓いを交わ
した後もIagoの提供する情報を全面的には信用せず彼自らがDesdemonaをテストしよう
とすることに気づ<｡Othelloのテストは4幕1場でCassioが語るBiancaの話を
Desdemonaとの情事だと思って憤慨している時にBiancaが登場して件のハンカチを投げ
つけて去った後も続く。それだけ慎重にテストを重ねているにも拘わらずDesdemonaの
潔白を証明することができないのはOthelloがDesdemonaに課すテストには致命的な欠
陥がありテストがテストの用を足さないからである。OthelloはDesdemonaとの信頼を
保つ最後の砦を守るために彼がDesdemonaに贈ったハンカチを彼女がCassioに与えたの
かという核心に迫る問いは口にしない。聞き手に真意の伝わらない迂遠な鋺曲表現をする
ことによってOthelloは自ら悲劇を回避できるチャンスを潰すのである。
DesdemonaはOthello本人に不貞を働いた疑いをかけられ、心変わりや売女を当てこ
する言葉を投げつけられても､死の直前にOthelloと交わした会話の中でOthelloに"That
handkerchief7Whichlsolovedandgavethee,thougavest/ToCassio"(5.2.47-49)と明確
に言われるまで頑なにOthelloを信じ続けた。Desdemonaと対照的にOthelloはIagoが
ちょっと思わせぶりな口ぶりをして異邦人としての彼の弱みを突いただけでDesdemona
を邪推し彼女と結婚したことを後悔し始めた。この拙速さはOthelloの嫉妬はIagoによっ
て外からOthelloの精神に植え付けられたものではなく元々Othelloの中に潜在していた
ものをIagoが顕在化させたにすぎないことを示唆する。同様にOthelloはIagoに輻され
たが故に破滅するのではない。Desdemonaとの信頼関係を傷つけないために核心に関わ
る問いを避けるOthelloの高貴さが彼の破滅のもとになる。なるほどIagoはOthelloの悲
劇において重要な役割を果たす。しかしIagoはあくまでOthelloの悲劇の触媒にすぎず
Othelloは彼に内在する嫉妬心と彼の高貴さ故に破滅すると言えよう。
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*テキストはShakespeare,William.OMeZm.Ed.E.A､J.Honigmann.Reviseded
London:Arden,2016.を使用した。
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